
13 ヒートアイランド対策宣言都市・くまがや令和 4年（2022 年）8月　くまがや市議会だより　第68号

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　沼上　政幸
副委員長
　大山美智子
委員
三浦　和一
小島　正泰
腰塚菜穂子
鈴木　理裕
影山　琢也

熊
谷
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の

公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

問　

消
費
税
等
の
税
率
の
改
定
に
関
係
し

て
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
が
独
自
に
金
額
を
変
え
た
り
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
ほ
か
の
自
治
体

も
同
じ
金
額
で
全
国
一
律
に
改
正
し
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

上
限
額
に
つ
い
て
は
、
国
と
同
額
と

す
る
よ
う
な
縛
り
は
な
い
。
ま
た
、
県
内

で
も
公
職
選
挙
法
施
行
令
と
は
異
な
る
金

額
を
設
定
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

多
く
は
同
額
を
定
め
て
い
る
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

熊
谷
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

問　

固
定
資
産
税
に
関
す
る
証
明
書
等
の

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
住
所
を
削
除
し
、
ま
た

は
住
所
に
代
わ
る
事
項
を
記
載
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
住
所
に
代
わ
る
事
項
と
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
伺
い
た
い
。

答　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
か
ら
委
任
を
受
け
た

弁
護
士
等
の
事
務
所
や
被
害
者
支
援
団
体

等
の
住
所
、
あ
る
い
は
法
務
局
の
住
所
等

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

（
資
産
税
課
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
救
助
工
作
車（
Ⅱ

型
））

問　

今
回
の
購
入
は
、
既
存
の
も
の
が
老

朽
化
し
た
た
め
の
買
換
え
と
の
こ
と
だ
が
、

新
た
に
付
加
さ
れ
た
機
能
を
伺
い
た
い
。

答　

乗
車
す
る
席
の
屋
根
が
少
し
高
く
な

り
、
救
助
隊
員
が
活
動
、
作
業
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
救
助
に
必
要
な
高

度
救
助
資
器
材
に
つ
い
て
は
、
現
在
使
用

し
て
い
る
も
の
は
エ
ン
ジ
ン
式
で
、
か
な

り
大
型
で
重
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
新
た

に
購
入
す
る
も
の
は
電
気
式
で
軽
量
に
な

り
性
能
が
改
良
さ
れ
た
。

（
警
防
課
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
（
Ｃ
Ｄ-

Ⅰ
型
））

問　

新
た
に
購
入
す
る
車
両
の
乗
車
定
員

を
伺
い
た
い
。

答　

現
行
の
車
両
の
後
部
は
幌
製
に
な
っ

て
お
り
、
10
名
の
乗
車
が
可
能
で
あ
っ
た

が
、
平
成
30
年
度
に
車
両
更
新
計
画
を
検

討
す
る
に
当
た
っ
て
、
消
防
団
か
ら
の
要

望
を
受
け
て
令
和
元
年
の
更
新
か
ら
鋼
板

製
に
変
更
し
て
い
る
が
、
こ
の
タ
イ
プ
の

も
の
の
乗
車
定
員
は
６
名
で
あ
る
。

（
警
防
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
総
務
費
・
教
育
費
）
に
つ
い
て

問　
「
総
合
戦
略
」
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推

進
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
に
実
施

し
た
、
ま
ち
あ
る
き
ア
プ
リ
「
く
ま
ぶ
ら
」

の
実
証
実
験
の
成
果
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た

今
後
の
事
業
展
開
を
伺
い
た
い
。

答　

実
証
実
験
で
は
、
か
ぜ
予
防
情
報
な

ど
を
配
信
し
た
時
に
、
強
風
な
ど
の
冬
の

寒
さ
が
行
動
変
容
に
は
影
響
し
な
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
冬
の
イ
ベ
ン

ト
時
で
も
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
ま
た
、

ク
ー
ポ
ン
の
使
用
率
か
ら
、
回
遊
性
が
高

ま
っ
た
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
今
後
は
利
用
を
促
進
し
な
が
ら
回

遊
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。

（
企
画
課
）

問　

ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
連
携
事
業
に
つ

い
て
、
保
安
警
備
等
に
要
す
る
費
用
の

１
０
０
０
万
円
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
市
の
ほ
か
に
経
費
負
担
を
す
る
組

織
や
団
体
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

市
の
負
担
金
の
ほ
か
、
個
人
や
事

業
者
か
ら
の
協
賛
金
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

（
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
推
進
課
）

問　

債
務
負
担
行
為
の
成
田
星
宮
小

学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運
行
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
５
年
間
の
限
度
額
を

１
億
１
６
０
０
万
円
と
定
め
て
い
る
が
、

そ
の
積
算
根
拠
を
伺
い
た
い
。

答　

主
な
も
の
と
し
て
、
車
両
費
が

２
台
で
約
２
０
０
０
万
円
、
人
件
費

が
約
５
４
０
０
万
円
、
修
繕
費
が
約

１
０
０
０
万
円
、
燃
料
費
が
約
５
７
０
万

円
で
、
そ
の
他
と
し
て
一
般
管
理
費
等
と

な
っ
て
い
る
。

（
教
育
総
務
課
）

ヒートアイランド対策宣言都市・くまがや

委員会での主な質疑



令和 4年（2022 年）8月　くまがや市議会だより　第68号 14人権尊重宣言都市・くまがや

熊
谷
市
立
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

工
事
期
間
中
は
余
裕
教
室
を
使
用
す

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
熊
谷
西
小
学
校
に

お
け
る
余
裕
教
室
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

答　

工
事
期
間
中
は
、
同
校
北
教
室
棟
２

階
に
あ
る
児
童
会
室
を
借
用
す
る
。
同
校
に

お
い
て
は
、
学
校
運
営
上
も
教
室
が
不
足
気

味
で
あ
る
が
、
一
定
期
間
の
み
と
特
に
依
頼

し
借
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
保
育
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
衛
生
費
・
民
生
費
）
に
つ
い
て

問　
「
S
T
O
P
コ
ロ
ナ
」
自
宅
療
養
者

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
自
宅
療
養
者
へ
の

食
料
品
等
の
１
件
当
た
り
の
費
用
を
伺
い

た
い
。

答　

他
市
の
状
況
等
も
調
査
し
、
そ
の
内
容

を
精
査
し
た
上
で
、
１
件
当
た
り
３
日
分
、

４
５
０
０
円
と
し
た
。

問　

計
上
さ
れ
た
食
料
品
費
及
び
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
郵
送
経
費
は
、
何
人

分
を
見
込
ん
だ
の
か
伺
い
た
い
。

答　

食
料
品
費
は
、
令
和
４
年
４
月
の
１

日
の
平
均
利
用
人
数
16
人
を
基
に
積
算
し
、

今
年
度
末
ま
で
で
５
３
４
４
人
分
を
見
込

ん
だ
。
ま
た
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

の
郵
送
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
も
、
令

和
４
年
４
月
の
１
日
の
平
均
利
用
件
数
47

件
を
基
に
積
算
し
、
１
万
６
９
２
０
件
を

見
込
ん
だ
。

問　

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
郵
送

を
、
市
か
ら
行
う
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
を

伺
い
た
い
。

答　

当
初
は
県
が
行
っ
て
い
た
が
、
令
和
３

年
10
月
27
日
に
県
と
連
携
を
表
明
す
る
市

町
村
が
覚
書
を
結
び
、
そ
の
覚
書
に
基
づ
き

市
か
ら
郵
送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
健
康
づ
く
り
課
）

問　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
ロ
ナ
」
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
に
つ
い
て
、

申
請
が
必
要
な
方
の
申
請
期
限
と
対
象
者

へ
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答　

申
請
期
限
は
令
和
５
年
２
月
28
日
で

あ
る
。
ま
た
、
対
象
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
と
と
も
に
、
市
で
把
握
し
て
い
る
デ
ー

タ
か
ら
支
給
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方

に
対
し
て
、
事
業
の
案
内
を
通
知
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
申
請
期
限
が
迫
る
冬

頃
に
、
申
請
漏
れ
の
な
い
よ
う
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ

Ｍ
熊
谷
や
Ｆ
Ｍ
ク
マ
ガ
ヤ
に
よ
る
周
知
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

（
こ
ど
も
課
）

熊
谷
市
農
村
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

江
南
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
避
難
所

の
機
能
も
有
し
て
い
る
が
、
廃
止
後
の
避

難
先
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

当
該
施
設
の
廃
止
後
は
、
近
隣
の
避
難

所
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

（
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
衛
生
費
・
商
工
費
）
に
つ
い
て

問　

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
創
出
基
金
積
立
事

業
に
つ
い
て
、基
金
の
活
用
方
法
を
伺
い
た
い
。

答　

令
和
２
年
度
に
２
０
０
万
円
を
取
り
崩

し
て
、
星
川
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
修
繕
・
保
護
や

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
商
店
街
く
ま
が
や
事
業
の
委
託
事

業
等
に
活
用
し
た
。

（
商
工
業
振
興
課
）

問　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
ロ
ナ
」
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
者
感
染
防
止
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
配
付
さ
れ
た
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
で

の
検
査
結
果
が
陽
性
と
な
っ
た
場
合
の
対

応
を
伺
い
た
い
。

答　

家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬
委
託
業
者
に

つ
い
て
は
、
受
託
者
の
責
務
に
お
い
て
代

替
要
員
の
確
保
に
よ
り
対
応
し
、
し
尿
・

浄
化
槽
汚
泥
の
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
つ

い
て
は
、
浄
化
槽
の
清
掃
業
務
よ
り
も
、

し
尿
く
み
取
り
業
務
を
優
先
対
応
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

（
環
境
推
進
課
）

問　

業
者
へ
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
配
付

が
こ
の
時
期
と
な
っ
た
理
由
を
伺
い
た
い
。

答　

濃
厚
接
触
者
の
隔
離
期
間
の
関
係
で

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
用
い
た
検
査
の
有
意
性

が
高
ま
り
、
購
入
先
の
見
通
し
も
立
っ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
４
年
３
月
に
家
庭
ご
み
の
収

集
運
搬
委
託
業
者
に
当
該
キ
ッ
ト
を
配
付
し

た
が
、
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

て
、
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集
運
搬
許
可

業
者
も
含
め
て
配
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
）

　
環
境
産
業
常
任
委
員
会
　
　
　

　
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
　
　
　

委員長
　田中　　正
副委員長
　守屋　　淳
委員
栗原　健曻
桜井くるみ
小林　一貫
野澤　久夫
小鮒　賢二

委員長
　中島　千尋
副委員長
　新島　一英
委員
大久保照夫
須永　宣延
黒澤三千夫
林　　幸子
千葉　義浩
白根　佳典

星川のブロンズ像

委員会での主な質疑



令和 4年（2022 年）8月　くまがや市議会だより　第68号15 非核平和宣言都市・くまがや

熊
谷
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

問　

休
止
前
の
屋
外
プ
ー
ル
の
収
支
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

利
用
収
入
は
約
３
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
万
円
程
度
で
推
移
し
、
支
出
は
労

務
費
や
消
耗
品
費
、
修
繕
費
等
を
合
わ
せ

て
約
１
０
０
０
万
円
か
ら
１
３
０
０
万
円

程
度
と
な
っ
て
お
り
、
収
支
と
し
て
は
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
た
。

（
公
園
緑
地
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
土
木
費
）
に
つ
い
て

問　

橋
り
ょ
う
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
修
繕
の

基
準
を
伺
い
た
い
。

答　

橋
梁
の
修
繕
は
、
５
年
に
１
回
の
点
検

の
中
で
、
Ⅰ
判
定
が
健
全
、
Ⅱ
判
定
が
予
防

保
全
段
階
で
予
防
の
観
点
か
ら
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
望
ま
し
い
段
階
、
Ⅲ
判
定
が
早
期

措
置
段
階
で
５
年
以
内
に
修
繕
等
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
、
Ⅳ
判
定
が
緊
急

措
置
段
階
で
緊
急
に
通
行
止
め
等
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
と
し
て
、
そ

の
４
段
階
で
判
定
、
評
価
し
て
い
る
。

（
維
持
課
）

問　

み
ど
り
の
基
金
積
立
事
業
に
つ
い
て
、

今
後
の
基
金
の
活
用
方
針
を
伺
い
た
い
。

答　
こ
れ
ま
で
も
新
堤
緑
地
の
桜
の
植
え
替

え
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
も
含
め
、
今
後
も
桜
に
関

す
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

（
公
園
緑
地
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

問　

半
年
間
の
水
道
料
金
の
減
免
措
置
は
、

一
般
家
庭
と
事
業
所
が
対
象
と
な
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
全
事
業
所
が
対
象
に
な
る
の
か
伺
い

た
い
。

答　

事
業
所
の
区
分
け
は
な
く
、
全
事
業
所

が
減
免
措
置
の
対
象
と
な
る
。

（
経
営
課
）

　
都
市
建
設
常
任
委
員
会

委員長
　関口　弥生
副委員長
　小林　國章
委員
富岡　信吾
森　　新一
石川　広己
権田　清志
山下　一男

◇命と生活と事業を守るために原油価格高騰への対処を求める意見書

　長期にわたるコロナ禍、そして、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻の影響により、国民の生命、
生活、事業活動は窮地に立たされている。
　そうした中で、原油価格が高騰し、ガソリンや灯油、重油、軽油などの燃料価格の高騰は、地方の移
動の足となっている自動車や原動機付自転車の利用等、家計への直接的な痛手となっていることは言う
までもない。
　また、運送業、交通産業、農林業などの多くの業種においては、燃料代の高騰、石油関連製品の値上
げによる仕入れ価格の高騰により収益が圧迫され、国内産業も打撃を受けている。
　特に、これから迎える夏季に当たっては、冷房の利用等により燃料の利用機会が増大し、国民生活に
更なる影響を及ぼすことは明白である。
　よって、熊谷市議会は、原油価格高騰への影響を最小限に抑え、目の前にある危機から命と生活と事
業を守るため、国においては、下記の事項を速やかに実施するよう強く要望する。

記
１　ガソリン、灯油等の価格高騰により、厳しい環境に置かれる方々に対し、既に実施している新型コ
ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金による措置に加え、ガソリン、灯油等の購入への助成を
講ずること。

２　現下のコロナ禍における厳しい経済状況に鑑み、各種事業者に対し、レギュラーガソリン１リット
ル当たり 160円超相当分について、安定するまでの間の措置を継続すること。

３　原油価格の安定化を実現するため、既に実施している国際交渉の強化をはじめ、あらゆる対策を講
ずること。

　以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。　
　令和４年６月 22日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 熊谷市議会
　〈提出先〉　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、外務大臣、経済産業大臣、
　　　　　　経済再生担当大臣

国に意見書を提出しました

委員会での主な質疑


